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研究成果の概要（和文）：　持続可能社会を実現するためには次代を担う若者の科学的リテラシーを向上させ、地域の
知識基盤を構築していく必要がある。そこで本研究では次の２つの講座を実施した。１）研修型講座としてものづくり
をテーマにしたプロジェクト、２）地域巡回型講座として学校や各種施設での科学講座である。
　研究成果としては、１）地域の中学生および高校生を対象としたデザインプロジェクトを実施し、地域との科学教育
連携網を構築した。２）持ち運び可能な立体視投影システムを開発した。

研究成果の概要（英文）：　In order to realize a sustainable community, we need to build a foundation of 
knowledge to improve the scientific literacy of youth who will take charge of the next generation. 
Therefore, we will hold the following two courses as part of our research: 1) A project on manufacturing 
in the form of a workshop.
2) Science courses in the form of a local tour to schools and facilities.
　The results of our research are as follows:1)We carried out a design project with middle school and 
high school students in the region, and built a network for science education with universities and 
regional communities. 2)We developed a transportable 3D projection system.

研究分野： 教育工学

キーワード： デザインプロジェクト　地域連携
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１．研究開始当初の背景 

 持続可能な社会の構築要請が 2008 年 2 月
19 日の中央教育審議会答申「新しい時代を
切り拓く生涯学習の振興方策について」に述
べられていた。知識基盤社会を担う子どもた
ちには「単なる知識や技能だけでなく、技能
や態度を含む様々な心理的・社会的なリソー
スを活用して特定の文脈の中で複雑な課題
に対応することができる力（キー・コンピテ
ンシー）が必要」となっていた。申請者らは
この力は学校教育ばかりでなく地域社会で
も育成していくことが必要と考えた。 

持続可能な社会はこのような地域全体を
学習の場にすることで実現できるものであ
り、これが知識基盤社会を支えることになる。
我が国は少子化が進み、これまでの閉鎖的な
社会から「皆で支え合う社会を構築しよう」
と各自治体において方策が検討されている。
本研究は、地方におけるライフデザイン支援
も含めた教育実践および教育システム構築
研究となるものである。 

 

２．研究の目的 

 持続可能社会を実現するためには次代を
担う若者の科学的リテラシーを向上させ、地
域の知識基盤を構築していく必要がある。そ
こで、本研究は地域との交流を促進しながら
生徒の科学的リテラシーを向上させるため
の教材開発とその実践を行う。本研究では教
育プログラムとして１）科学研修型講座（研
修型学習プログラム）と２）地域巡回型講座
（巡回型学習プログラム）を実施し、地域の
生涯学習講座との連携を図っていくことを
目的とする。 

 

３．研究の方法 

①科学研修型講座 
ここでは石川県立工業高校の生徒を対象

に教育プログラムを開発した。この「ものづ
くりプロジェクト」は高校生に対して短期間
ではあるものの、技術者育成の教育プログラ
ムを提供している。「高齢者が使いやすいカ
ップを設計する」をテーマに、1)ユーザとな
る高齢者について調査、2)持ちやすいカップ
について話し合いながらアイデア創出、3)プ
ロトタイプの制作、4)プロトタイプの検証・
改善、5)最終的なプロトタイプの完成および
デザイン補足説明シートの作成，そして 6)
カップの製作の依頼（発注）を行った。 
高校生に高齢者にとって持ちやすいカッ

プを創造させるために動機付けとして以下
の３点に工夫している。①企業でユニバーサ
ルデザインを担当した経験ある工業デザイ
ナーによる講演からデザインすることの意
義を学ぶ（図１）。次に②高齢疑似体験スー
ツを着用して学内を歩き回り高齢者の身体
能力についての情報を得る（図２）。そして、
③高齢者施設を訪問し高齢者との会話を通
して動作を観察する。これに関しては本学近
隣に在る高齢者施設に協力を依頼している。

 

図１ デザインに関する講演 

（2013 年 8 月 5 日、金沢工業大学） 

 

図２ 高齢者疑似体験スーツ着用 

 

 

図３ 高齢者と交流 

 

 

図４ アイデア創出の様子 

 



後述の地域巡回型講座にて施設訪問を実施
しており、そこで良好な関係が構築されてい
る（図３）。 
 また、アイデア創出においてはチーム活動
の中で行わせている。自らのアイデアに加え、
他人のアイデアからヒントを得たり、自分で
は思いつかないアイデアの創出を知るため
である（図４）。アイデアをデザインシート
にまとめ、プロトタイプを製作・検証しなが
らアイデアをより良質なものにしていく（図
５）。さらにそのプロトタイプを実際の陶器
にする。そのためには自分のアイデアを陶器
にする技術を持っている人に仕事を依頼せ
ねばならない。本研究課題では陶芸作家・武
田朋己氏に協力を依頼している。武田氏は石
川県立九谷焼技術者自立支援工房で活動し
ている。図６は高校生が武田氏と打ち合わせ
をしている様子である。高校生は最終的なプ
ロトタイプとデザイン説明シートを用いて
武田氏にカップをどのような感じの焼き物
にしてほしいかを説明した。陶器のカップは
完成後、高校生各自に渡される。また、優れ
たデザインのカップ３点は高齢者施設に贈
呈される。 

 
②地域巡回型講座 
ここでは国立天文台 4次元宇宙プロジェク

トが開発したコンテンツである 4D2U/MITAKA
を立体視で見ることができるシステムを開
発して、小学校や高齢者施設などを訪問して
いる。生涯学習として太陽系の惑星について

学ぶ講座を運営する（図７）。 
 

 
４．研究成果 
 持続可能社会を実現するためには次代を
担う若者の科学的リテラシーを向上させ、地
域の知識基盤を構築していくことが必要で
ある。そこで本研究では次の２つの講座とし
て１）研修型講座としてものづくりをテーマ
にした教育プログラムを開発し実践した。ま
た、２）地域巡回型講座として活用するため
の立体視投影システムを開発し、それを用い
て学校や各種施設を訪問にて科学講座を実
施した。 
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図７ 4D2U/MITAKA の上映（2014 年

8 月 9 日、金沢市立中村町小学校） 

 

図５ プロトタイプ製作

 

図６ 陶芸家にデザインコンセプトの

説明 
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